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　かみや美術館では、2008 年 7 月にメキシコ滞在期の作品 3 点―《カンディダ（無垢の女）》（1935
年）、《女の像》（1935 年）、《メキシコ・悲しき日》（1936 年～ 1937 年）	―の肉眼による観察を行った。
2009 年 11 月の調査では、５点の作品―《カンディダ（無垢の女）》（1935 年）、《女の像》（1935 年）、
《メキシコ・悲しき日》（1936年～1937年）、《聖書を読む少年》（1934年）、《メキシコの月》（1934年）	
―について 4 × 5 インチカメラによる高精細撮影、側光、紫外線蛍光、赤外線撮影と携帯型蛍光
Ｘ線装置による分析を行った。2010 年 9 月の調査では、デジタルマイクロスコープ撮影と携帯型
蛍光Ｘ線装置による分析を行った。作品の一部に経年劣化に伴う損傷があり、額装を外せない作品
（《聖書を読む少年》（1934 年））以外は、上記の撮影記録と携帯型蛍光Ｘ線装置による無機顔料等
の分析を行った。2012 年 3 月の調査では、再現研究の地塗り層作製に向けての目視調査とデジタ
ルマイクロスコープ撮影を行った。2012 年 10 月の調査では、主に制作途中の再現作品（部分模写）






　郡山市立美術館の調査では、2012 年 7 月に 6 点―《芸者》（1941 年）、《風景（瀬戸）》（1944 年）、
《横たわる恋人たち（メキシコにて）》（1934 年 )、《本を読む労働者》（1927 年）、《踊る人たち》（1929




会等で討議した（2010 年 9 月他）。その分析結果から地塗り層部分の試作塗り再現実験を 200 種
類以上作製し、比較検討した（2012 年 3 月：北川民次の絵画技法	―かみや美術館所蔵作品の再現
研究―『愛知県立芸術大学紀要 42 号』）。
　比較検討された地塗り層から選出した地塗りに再現作品（部分模写）2 点（《カンディダ（無垢








■ 4 × 5 インチカメラよる撮影
























































（「作家の思い出」『KAMIYA	MUSEUM	OF	ART』カタログ、かみや美術館、1984 年 4 月）
　また、美術評論家の浅野徹が同カタログ内で以下のように述べている。
「（前文略）２年前の 1981 年に銀座の飯田画廊で催された「メキシコ時代の北川民次展」に、米国
とメキシコで発見されたという 4 点の作品が出品されて、話題になったが、そのうちの 2 点が〈聖























A 眼／画面左：5 倍・10 倍
B 聖書／右上：5 倍・20 倍
C 指先：5 倍・20 倍
D 額：5 倍・20 倍
E 帽子・背景／右上：5 倍・10 倍
F 背景／左下：5 倍・30 倍
G 衣服：5 倍・20 倍













観察部分： A - 眼／画面左（5 倍） 観察部分： B - 聖書／右上（5 倍） 
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観察部分： C - 指先（5 倍） 観察部分： D - 額（5 倍） 
観察部分： E - 帽子・背景／右上（5 倍） 観察部分： F - 背景／      左下（30 倍） 
観察部分： G - 衣服（20 倍） 観察部分： H - 額／唇横（5 倍） 
愛知県立芸術大学紀要　No.45（2015）
40





























ワイトの使用が予想できるが、蛍光 X 線分析（XRF）の結果は Zn ＞ Pb を示している。この分析
は主に画面表層のみをとらえるので、表面下部に含シルバーホワイトの明暗描写があるはずである。
X 線像では額と帽子の間に幅広く暗い部分（髪）があるが、実作では左半分帽子で隠れている。制










A 背景 黒 ( 暗褐色 ) Zn,	Fe,	Ca 褐色系土性顔料、黒色顔料、マルスバイオレット
B 帽子 白・黄 Zn,	Fe,	Pb	Ca
ジンクホワイト、シルバーホワイト、黄褐色系
土性顔料
C 髪 黒 ( 濃紺 ) Zn,	Fe,	Cr,	Co,	Ca
褐色系土性顔料、オキサイドクロム、コバルト
ブルー、黒色顔料
D 額 白 Zn,	Fe,	Ca, ジンクホワイト、シルバーホワイト
E 眼 黒 Zn,	Fe,	Ca 褐色系土性顔料
F 眼 白 Zn,	Fe,	Ca ジンクホワイト、褐色系土性顔料






I 聖書(右) 赤 Zn,	Fe,	Hg 赤褐色系土性顔料、バーミリオン
J 聖書(左) 褐色 ( 暗 ) Zn,	Fe,	Hg 赤褐色系土性顔料、バーミリオン
K 聖書(表) 黒 Zn,	Fe,	Ca,	Pb 褐色系土性顔料、シルバーホワイト、黒色顔料
L 爪 白 Zn,	Fe,	Pb,	Ca ジンクホワイト、シルバーホワイト
M 手首(右) 褐色 ( 暗 ) Zn,	Fe,	Pb,	Ca
ジンクホワイト、褐色系土性顔料、シルバーホ
ワイト、黒色顔料
N 服 白 Zn,	Fe ジンクホワイト
O サイン 赤褐色 Zn,	Fe,	Ca ジンクホワイト、赤褐色系土性顔料

























































N	衣服（白）：Zn	（亜鉛）と Fe（鉄）を検出した。「B	帽子（白）」よりも ZnO の検出が顕著である。
使用顔料帽子とほぼ同じだが、混合比を変えることで描き分けを行なっている。布のひだや陰影表
現に少量の黒色を使用している。白色絵具の下層に、褐色系土性顔料（アンバー土）の層が塗布さ
れている。
O	サイン（赤褐色）：Zn（亜鉛）と Fe	（鉄）、Ca（カルシウム）を検出した。色調は赤褐色レッドオー
カーに近い。『一九三四　北川寫 (「写」の旧字の行書体 )』と描かれている。
P	背景（黒）：：Zn（亜鉛）と Fe	（鉄）、Ca（カルシウム）を検出。「A	背景（黒）」と検出元素は
変わらないが、混合する絵具の比率を変えることで、色調の調整を行なっているものと推測される。
　本稿の校正期間に行った追加調査で、白色の衣服と帽子、および手首の一部（白さが目立つ部分）
の複数部分から Si（ケイ素）がの存在が確認された。結晶形は未確認であるが、ケイソウ土もしく
は陶土（カオリン）、シリカなどの併用が考えられるが、使用目的の考察は今後に機会を設けたい。
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